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産産別別賃賃金金問問題題はは労労働働組組合合のの根根幹幹がが問問わわれれるる大大問問題題
中中央央港港湾湾団団交交決決裂裂、、行行動動をを配配置置しし全全力力ででたたたたかかうう

第
四
回
中
央
港
湾
団
交
が
三
月

三
十
日
開
催
さ
れ
た
。
前
回
の
第

三
回
中
央
港
湾
団
交
終
了
時
、
産

別
賃
金
統
一
回
答
問
題
に
つ
い
て

の
小
委
員
会
を
三
月
二
十
日
、
二

十
八
日
に
開
催
し
何
ら
か
の
努
力

を
す
る
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

第
四
回
中
央
港
湾
団
交
で
の
回
答

が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
業
側
か
ら
の
回
答

は
、前
回
、前
々
回
の
中
央
港
湾
団

交
か
ら
全
く
前
進
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
産
別
賃
金
に
つ
い
て
の
回

答
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以

外
の
港
湾
労
働
法
適
用
の
問
題
・

港
湾
倉
庫
の
問
題
・
常
用
労
働
者

派
遣
セ
ン
タ
ー
制
度
創
設
の
問
題

に
つ
い
て
も
委
員
会
で
検
討
し
た

い
と
す
る
だ
け
で
何
ら
具
体
的
回

答
は
な
か
っ
た
。
定
年
延
長
に
つ

い
て
の
回
答
も
全
く
な
か
っ
た
。

団
体
交
渉
に
お
い
て
は
、
業
側

の
前
・
労
務
委
員
長
も
出
席
し
、

こ
こ
数
年
間
の
産
別
賃
金
・
独
禁

法
を
巡
る
経
緯
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容

は
こ
れ
ま
で
の
話
し
の
繰
り
返
し

で
あ
り
、
産
別
賃
金
の
数
字
の
文

章
化
は
容
認
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
糸
谷
委
員
長
は

「
連
合
の
副
会
長
を
招
い
て
の
独

禁
法
の
勉
強
会
に
お
い
て
も
、
競

争
制
限
法
よ
り
も
労
働
法
に
基
づ

く
集
団
交
渉
や
労
働
者
福
祉
の
ほ

う
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
見
解
で

あ
っ
た
。
こ
の
問
題
で
こ
れ
以
上

進
展
が
な
け
れ
ば
労
働
委
員
会
に

調
整
や
斡
旋
を
お
願
い
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
労
使
の
未
来
を
考
え
れ

ば
、
こ
れ
以
上
の
対
立
は
よ
い
影

響
が
な
い
。
な
ん
と
か
歩
み
寄
り

解
決
で
き
な
い
も
の
か
。
本
日
の

回
答
は
大
変
残
念
で
あ
り
、
お
お

い
に
不
満
で
あ
る
」
等
と
述
べ

た
。そ

し
て
、
最
後
に
「
産
別
賃
金

の
問
題
は
労
働
組
合
の
根
幹
の
問

題
」
と
し
て
、
や
む
を
得
な
い

が
、「
四
月
八
日
（
日
）
始
業
時

か
ら
二
四
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
（
日

曜
就
労
拒
否
）
を
通
告
す
る
」
と

し
交
渉
を
打
ち
切
っ
た
。
ま
た
、

ス
ト
の
対
象
に
つ
い
て
は
全
港
・

全
職
種
で
あ
り
、
除
外
は
認
め
な

い
、
除
外
が
ど
う
し
て
も
必
要
な

場
合
は
日
港
協
を
通
じ
て
対
応
し

て
ほ
し
い
と
付
け
加
え
た
。
な

お
、
修
正
回
答
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
交
渉
に
は
応
じ
る
用
意
が
あ
る

と
し
た
。
そ
の
後
、
四
月
五
日
に

中
央
港
湾
団
交
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

（
片
柳
悦
正
）

全港湾回答指定ゾーン、65％に有額回答
闘争分会回答額平均3，143円（－729円）

全港湾は3月22日から26日までを指定回答ゾーンとし、各地
方で集団交渉を進めた。3月26日までの後半を終えたところ
で、各地方の有額回答が出揃って来た。回答を受けた分会は、
全体の59％にあたる192分会、回答額平均は3，143円で昨年同時
期より729円減のスタートとなった。

速報分会回答状況：142分会中92分会（65％）に有額回答が示され、
回答額平均は3，436円、率で1．14％であった。
参考までに、昨年の最終の回答額平均は3，733
円、妥結額平均は3，830円であった。

闘争分会の回答状況：326分会中192分会（59％）に有額回答が示
されたが、回答額平均は3，143円、率で1．18
％、昨年同時期と比べると729円の減となっ
ている。参考までに、昨年の最終の回答額
平均は3，479円、妥結額平均は3，556円であ
った。

職種別の回答状況：港湾の回答額平均は3，586円（昨年同時期の回
答額4，314円を731円下回っている）、トラック
の回答額平均は1，760円（昨年同時期の回答額
2，388円を628円下回っている）、一般の回答額
平均は2，143円（昨年同時期の回答額3，573円
を1，430円下回っている）。

フフククシシママ連連帯帯キキャャララババンン
脱脱原原発発をを呼呼びびかかけけ

3月14日から21日の日程で「2018フクシマ連帯キャラバン」を実施し

た。キャラバン隊は14日に新潟から出発、福島、茨城、東京と移動しな

がら各地で脱原発を呼びかけ、最終日の21日、東京・代々木公園にゴー

ルした。フクシマ連帯キャラバンは平和フォーラムの理解を得て年々参

加組織が増え、今回は全港湾、全国一般、全日建連帯、自治労、日教組、

国労が参加、総勢26名のメンバーで行動を共にした。キャラバン隊の詳

細は全港湾教宣紙「ブレイクタイム」及びホームページにて紹介するの

で後日参照していただきたい。 （教宣部）

東京都大田区蒲田
5の10の2

全日本港湾労
働組合機関紙
（毎月1日発行）

一部20円（組合員の購読料は
組合費の中に含む）

発行責任者

真 島 勝 重

第1333号（昭和24年8月19日
第三種郵便物認可）港 湾 労 働港 湾 労 働（１）２０１８年４月１日 （昭和25年

国有鉄道扱）



大大幅幅賃賃上上げげでで生生活活改改善善をを！！
港港でで働働くくすすべべててのの仲仲間間にに産産別別協協定定のの適適用用をを！！

三
月
十
五
日
、
十
六
日
、
全
国
港
湾
は
一
八
春
闘
の
統
一
行
動
と
し
て
「
大
幅
賃
上
げ
で
生
活
改
善
を
！
港
で
働

く
す
べ
て
の
仲
間
に
産
別
協
定
の
適
用
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
中
央
行
政
交
渉
、
ユ
ー
ザ
ー
要
請
行
動
、
東
京
・

大
手
町
デ
モ
行
進
等
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
い
、
総
勢
二
五
〇
名
が
参
加
し
た
。

昨
年
ま
で
の
春
の
中
央
行
政
交

渉
は
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働

省
、
経
済
産
業
省
…
と
参
加
人
数

を
限
定
し
な
が
ら
別
々
に
お
こ
な

っ
て
来
た
が
、
会
場
に
入
れ
な
い

参
加
者
か
ら
、
せ
っ
か
く
霞
ヶ
関

ま
で
来
て
い
る
の
に
交
渉
の
様
子

も
全
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
受

け
、
今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
議
員
会
館
内
の
ホ
ー
ル
を
お

借
り
し
て
の
全
員
参
加
の
交
渉
が

実
現
し
た
。

十
五
日
は
、
衆
議
院
第
一
議
員

会
館
内
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
最
初

に
決
起
集
会
を
開
催
し
た
。
主
催

者
を
代
表
し
て
全
国
港
湾
の
糸
谷

委
員
長
は
「
三
月
十
四
日
は
大
手

組
合
の
集
中
回
答
日
で
あ
っ
た
。

報
道
さ
れ
て
い
る
通
り
定
昇
含
め

れ
ば
一
万
円
程
の
回
答
も
出
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
港
湾
は
依
然

と
し
て
ゼ
ロ
回
答
が
続
い
て
い

る
。
業
側
（
日
港
協
）
が
産
別
賃

金
の
統
一
回
答
を
し
な
い
態
度
が

理
解
で
き
な
い
。
統
一
回
答
の
何

が
い
け
な
い
の
か
？
国
会
で
公
式

見
解
を
求
め
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
本
日
、
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
け
る
国
会
議
員
の
方
々
に
も
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
行
動
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
、
魅
力
あ
る
港

湾
、
労
働
者
の
未
来
は
な
い
」

等
々
と
述
べ
、
参
加
者
に
総
決
起

を
呼
び
か
け
た
。

続
け
て
玉
田
書
記
長
が
一
八
春

闘
中
央
港
湾
団
交
の
経
緯
を
述
べ

な
が
ら
「
職
場
で
の
最
大
の
関
心

事
は
や
は
り
賃
金
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
産
別
賃
金
の
統
一
回
答
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
港
湾
の
基
本
的

労
働
条
件
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
産

別
賃
金
統
一
回
答
の
問
題
を
『
俺

の
賃
金
』
の
問
題
と
し
て
受
け
止

め
、
共
に
た
た
か
っ
て
ほ
し
い
。

こ
れ
か
ら
が
勝
負
だ
」
と
闘
争
の

意
気
込
み
の
程
を
示
し
た
。

ま
た
、
財
務
省
公
文
書
改
ざ
ん

問
題
で
揺
れ
る
緊
迫
し
た
国
会
情

勢
の
中
、
立
憲
民
主
党
・
逢
坂
衆

議
院
議
員
、
日
本
共
産
党
・
宮
本

衆
議
院
議
員
、
山
添
参
議
院
議

員
、
社
民
党
・
吉
川
衆
議
院
議
員

に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
激
励

と
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。

そ
し
て
、
国
交
省
、
厚
労
省
、

経
済
産
業
省
に
申
入
書
（
港
湾
政

策
並
び
に
港
湾
労
働
に
係
る
申
し

入
れ
書
等
々
）
を
提
出
、
各
省
と

交
渉
を
お
こ
な
っ
た
。

国
土
交
通
省
交
渉

組
合
側
よ
り
「
一
、
船
社
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
に
係
る
件
、
二
、
港
湾

運
送
事
業
基
盤
の
安
定
に
資
す
る

諸
課
題
、
三
、
港
湾
政
策
に
係
る

諸
問
題
、
四
、
港
湾
労
働
者
の
雇

用
と
職
域
に
係
る
問
題
、
五
、
安

全
・
安
心
の
諸
施
策
と
港
湾
機
能

の
活
用
」
に
つ
い
て
の
要
請
を
お

こ
な
い
、
国
交
省
側
か
ら
の
回
答

を
受
け
た
。

し
か
し
、
国
交
省
側
か
ら
の
回

答
は
、
回
答
と
言
う
よ
り
、
法
律

解
釈
の
説
明
文
か
の
よ
う
で
あ

り
、
参
加
者
か
ら
は
ク
レ
ー
ム
の

声
が
多
数
あ
が
っ
た
。
そ
の
た
め

糸
谷
委
員
長
よ
り
「
十
分
意
見
を

聞
い
て
い
た
だ
い
て
対
策
を
と
っ

て
ほ
し
い
か
ら
こ
の
場
に
来
て
い

る
。
時
間
だ
か
ら
終
わ
り
に
す

る
？
で
は
混
乱
し
て
当
た
り
前
。

責
任
問
題
に
な
る
」
と
国
交
省
側

の
態
度
を
厳
し
く
批
判
し
、
交
渉

を
終
え
た
。

厚
生
労
働
省
交
渉

組
合
側
よ
り
「
一
、
労
働
法
制

に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
二
、

港
湾
労
働
者
の
賃
金
に
つ
い
て
、

三
、
港
湾
労
働
者
の
雇
用
安
定
・

職
域
拡
大
に
つ
い
て
、
四
、
港
湾

労
働
の
安
心
・
安
全
を
確
保
」
に

つ
い
て
の
要
請
を
お
こ
な
い
、
厚

労
省
側
か
ら
の
回
答
を
受
け
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
次
期
港
湾
雇

用
安
定
等
計
画
に
港
労
法
全
国
適

用
の
件
や
港
湾
倉
庫
と
特
定
港
湾

倉
庫
の
問
題
の
件
を
盛
り
込
め
る

よ
う
協
議
を
開
始
し
て
ほ
し
い
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
バ
ッ
グ
の
現
物
を

見
て
か
ら
物
事
を
言
っ
て
ほ
し

い
、
石
綿
問
題
の
四
者
協
議
を
必

ず
続
け
て
ほ
し
い
等
々
の
意
見
が

次
々
と
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
意

見
を
踏
ま
え
て
全
国
港
湾
松
本
副

委
員
長
よ
り
「
行
政
交
渉
に
法
律

の
解
釈
を
聞
き
に
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
法
が
な
い
な
ら
、

我
々
の
希
望
を
受
け
と
め
、
何
が

で
き
る
か
、
や
れ
る
こ
と
を
考
え

て
ほ
し
い
」
と
強
く
要
請
し
交
渉

を
終
え
た
。

経
済
産
業
省
交
渉

組
合
側
よ
り「
一
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）、
Ｆ
Ｔ

Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）、
Ｅ
Ｐ
Ａ

（
経
済
連
携
協
定
）
に
つ
い
て
、

二
、「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）」
や
「
Ｉ

ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）」
の
活
用
に
つ
い
て
、
三
、

港
湾
運
送
事
業
の
認
可
料
金
制
度

の
確
立
に
つ
い
て
、
四
、
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
バ
ッ
グ
に
よ
る
液
体
輸
送

に
つ
い
て
、
五
、
イ
ン
ラ
ン
ド
デ

ポ
や
コ
ン
テ
ナ
ラ
ウ
ン
ド
ユ
ー
ス

（
Ｃ
Ｒ
Ｕ
）
の
施
策
に
つ
い
て
、

六
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
の
改
正
に

伴
う
重
量
証
明
に
つ
い
て
、
七
、

四
五
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
の
公
道

走
行
に
つ
い
て
」
の
要
請
を
お
こ

な
い
、
経
産
省
側
か
ら
の
回
答
を

受
け
た
。

経
産
省
側
に
対
し
て
は
、
経
産

省
が
担
当
し
て
い
る
企
業
等
は
、

港
湾
か
ら
見
れ
ば
港
湾
を
利
用
す

る
利
用
者
・
ユ
ー
ザ
ー
と
い
う
立

場
に
な
る
。
港
湾
の
利
用
者
・
ユ

ー
ザ
ー
の
利
便
性
を
求
め
る
と
、

必
ず
労
働
者
と
利
害
が
対
立
し
て

く
る
。
認
可
料
金
の
問
題
然
り
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
バ
ッ
グ
問
題
然
り

だ
。
安
全
に
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
、
是
正
を
お
願
い
す
る
と
強
く

求
め
た
。

丸
の
内
デ
モ
行
進

翌
十
六
日
は
丸
の
内
繁
華
街
に

集
合
し
、
道
行
く
人
に
港
湾
の
実

情
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
千

代
田
区
職
労
と
の
共
催
で
デ
モ
行

進
を
お
こ
な
っ
た
。
糸
谷
委
員
長

は「
行
動
あ
る
の
み
、決
意
を
固
め

て
断
固
た
た
か
お
う
！
」と
訴
え
、

一
八
春
闘
勝
利
に
向
け
て
気
勢
を

あ
げ
た
。
デ
モ
行
進
参
加
者
は

「
大
幅
賃
上
げ
を
行
え
！
」、「
港

湾
利
用
者
は
適
正
な
作
業
料
金
を

払
え
！
」、「
憲
法
改
悪
反
対
！
」、

「
労
働
法
制
改
悪
反
対
！
」
と
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
続
け
た
。

続
け
て
午
後
に
は
、
出
席
者
限

定
で
、
消
防
庁
交
渉
、
外
船
協
要

請
、
日
本
貿
易
会
要
請
を
お
こ
な

っ
た
。
消
防
庁
交
渉
で
は
、
引
き

続
き
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
バ
ッ
グ
に

よ
る
危
険
物
貨
物
輸
送
の
禁
止
、

貨
物
情
報
の
事
前
周
知
の
徹
底
を

求
め
た
。

（
片
柳
悦
正
）
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